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はじめに 
武庫川女子大学日本語日本文学科では、日本語教育関連科目を開講しており、その中で学
内外の協力者とともに様々な活動を行っている。本稿では 2019 年度における本学科日本語
教育関連活動を記録し報告する。 
１．日本語教育関連プログラムの概観 
1.1 さまざまな活動 
 本学科の日本語教員養成プログラムでは、専門科目やゼミ（演習）を通じて日本語教育に
関する諸科目を履修するだけでなく、学内、学外において学習者や専門家と接することがで
きるような機会を、年間を通して提供している（表１）。科目内活動として実施するものも
あれば、自主的な参加を促して行う活動もある。 
表１ 日本語教育プログラム関連の諸活動 
日付 項目 参加者、活動内容等 
6 月 1 日 第 6 回公開講座「ことばの力で未来を拓
く」日本が変わる日本語が変わるそして
私たちが変わる-ニッポン開国元年― 
春原憲一郎氏（京都日本語教育センター、京
都日本語学校校⻑）による講演とトークセッ
ション 
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6 月〜7 月 日本語学校授業見学 「日本語インターンシップ」履修者 
7 月 2 日 SIJ（Study in Japan） 夏 
留学生との交流会 
本学短期留学生 7 名（アメリカ、オーストラ
リア、台湾）と上田ゼミ、野畑ゼミ 3 年生 
7 月 16 日 香港の SFC 小學 5 年生 30 名の授業参加、
日本文化体験交流会 
「英語で学ぶ日本」履修者、「演習Ⅰ」（上
田ゼミ、野畑ゼミ）、本学日本舞踊部有志 
7 月 18 日 ゲストスピーカー： 
「日本語教育学入門」 
「先輩に聞く」中塚理子氏 
本学大学院修了、大阪 YMCA 日本語学校講師 
7 月 19 日 日本語学校留学生を迎えて： 
「日本語教授法」 
神⼾国際語言学院留学生 75 名と「日本語教
授法」履修者、「演習Ⅰ」野畑ゼミ 3 年生 
8 月〜9 月 学外教育実習 
「日本語教育インターンシップ」 
①国内：日本語学校３校で実習 
②海外：韓南大学校で教壇実習 
10 月 16 日 日本語学校訪問・交流会 大阪 YMCA 国際専門学校学生、「演習Ⅰ」（上
田ゼミ、野畑ゼミ）３年生 
12 月 19 日 ゲストスピーカー： 
「異文化間コミュニケーション」 
日本語学校留学生 3 名（韓国、台湾、中国） 
2020 年 
1 月 11 日 
各国外交官・公務員（22 か国 22 名）との
交流会 
「異文化間コミュニケーション」「日本語教授
法」、「日本語教材研究Ⅱ」、「演習Ⅰ」（上田ゼ
ミ、野畑ゼミ 3 年生）履修者 
2 月 
5 日〜7 日 
日本語教育現場体験 
国際交流基金 関⻄国際センター主催 
全国の大学生・大学院生とともに短期留学生
（インドネシア）の日本語授業に大日 3 年生
4 名参加 
2 月 6 日、 
7 日、12 日 
SIJ（Study in Japan）冬  
日本語授業体験・交流会企画 
本学短期留学生 5 名（台湾 銘傳大學）と上
田ゼミ、野畑ゼミ３年生 
 
1.2 公開講座 
2019 年度の大きな出来事としてあげられるのは、本学科主催公開講座の第六回講演者と
して春原憲一郎先生（京都日本語教育センター、京都日本語学校校長）をお招きし「日本が
変わる日本語が変わるそして私たちが変わる―ニッポン開国元年―」を開催したことであ
る。公開講座は本学学生だけでなく一般市民の参加も多い。日本語教育の第一線で活躍して
こられた春原先生に、これまでの日本、これからの日本を＜ことば＞をカギにして語ってい
ただいた。大日 3 年生 2 名が春原先生との質疑応答場面に登壇した。質疑応答では聴衆よ
り多角的な質問があり活気ある時間だった。 
 
２．日本語教育インターンシップ 
 2017 年度より、学外実習を対象とした科目として「日本語教育インターンシップ」（2 単
位）が始まった。従来の活動をカリキュラムの正規科目として位置付けたものである。イン
ターンシップは、学内の授業と学外活動（見学、実習/教壇実習）で構成されている。 
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2.1 学内での授業 
 2019 年度は、受講希望者数が 26 名と例年より多く、開講時間を 2 回設けて対応した。特
に韓国実習の希望者が 17 名おり、実施に向けて各方面との調整が必要になった（注）。表 2
は、「日本語教育インターンシップ」の授業スケジュールである。 
表 2 「日本語教育インターンシップ」スケジュール 
回 項目 授業日時 備考 
1 参加アンケート 
スケジュール通知 
4 月 20 日（土）、5 月 
11 日（土）、17 日（金） 
参加者決定 
実習受入諾否通知 
火曜５限 土曜３限 
2 授業スケジュール確認 実習先（国内）決定 
5 月 21 日 5 月 25 日 学内授業 
3 実習の心構え 6 月 4 日 6 月 8 日 学内授業 
4 授業見学日調整 6 月 11 日 6 月 15 日 学内授業 
5 授業見学の実施 6 月 24 日〜7 月 12 日 一人一校に半日滞在 
6 授業見学の振り返り 7 月 2 日 7 月 6 日 学内授業 
7 本実習の教案作成 7 月 16 日 7 月 13 日 学内授業 
8 模擬授業① 
8 月 5 日〜8 月 10 日 
学内授業 
9 模擬授業② 学内授業 
10-
14 夏季休暇：実習へ 7 月 22 日〜9 月 13 日 
各自実習校で授業見 
学、教壇実習等 
15 評価セッション 9 月 24 日 9 月 21 日 学内授業 
2.2 日本語学校授業見学 
2.2.1 枠組み 
日本語学校授業見学は「日本語教育インターンシップ」履修学生が大学の授業の合間に各
自日本語学校に赴き授業見学するもので、目的は教育現場の実態に触れ、日本語学習者に関
する見聞を深め、実習に向けての心構えを含めた準備を行うことである。2019 年度は国内
実習生の多くは実習先に赴き、国外実習生は大阪 YMCA 国際専門学校を見学した（表 3）。 
表 3 授業見学 
見学先 時期 授業内容 インターン（人数ｘ組） 
1 大阪 YMCA 国際専門学校 6 月〜7 月 初級、中級 22 名（1〜4 名ｘ8 組） 
2 東京国際ビジネスカレッジ神⼾校 6 月 中級 4 名（4 名ｘ１組） 
合計 2 校、インターン数 26 名、のべ 9 回 
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6 月〜7 月 日本語学校授業見学 「日本語インターンシップ」履修者 
7 月 2 日 SIJ（Study in Japan） 夏
留学生との交流会 
本学短期留学生 7 名（アメリカ、オーストラ
リア、台湾）と上田ゼミ、野畑ゼミ 3 年生 
7 月 16 日 香港の SFC 小學 5 年生 30 名の授業参加、
日本文化体験交流会 
「英語で学ぶ日本」履修者、「演習Ⅰ」（上
田ゼミ、野畑ゼミ）、本学日本舞踊部有志 
7 月 18 日 ゲストスピーカー： 
「日本語教育学入門」 
「先輩に聞く」中塚理子氏 
本学大学院修了、大阪 YMCA 日本語学校講師
7 月 19 日 日本語学校留学生を迎えて： 
「日本語教授法」 
神⼾国際語言学院留学生 75 名と「日本語教
授法」履修者、「演習Ⅰ」野畑ゼミ 3 年生 
8 月〜9 月 学外教育実習 
「日本語教育インターンシップ」 
①国内：日本語学校３校で実習 
②海外：韓南大学校で教壇実習 
10 月 16 日 日本語学校訪問・交流会 大阪 YMCA 国際専門学校学生、「演習Ⅰ」（上
田ゼミ、野畑ゼミ）３年生 
12 月 19 日 ゲストスピーカー： 
「異文化間コミュニケーション」 
日本語学校留学生 3 名（韓国、台湾、中国）
2020 年
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各国外交官・公務員（22 か国 22 名）との
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「異文化間コミュニケーション」「日本語教授
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5 日〜7 日 
日本語教育現場体験 
国際交流基金 関⻄国際センター主催 
全国の大学生・大学院生とともに短期留学生
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本学短期留学生 5 名（台湾 銘傳大學）と上
田ゼミ、野畑ゼミ３年生 
1.2 公開講座 
2019 年度の大きな出来事としてあげられるのは、本学科主催公開講座の第六回講演者と
して春原憲一郎先生（京都日本語教育センター、京都日本語学校校長）をお招きし「日本が
変わる日本語が変わるそして私たちが変わる―ニッポン開国元年―」を開催したことであ
る。公開講座は本学学生だけでなく一般市民の参加も多い。日本語教育の第一線で活躍して
こられた春原先生に、これまでの日本、これからの日本を＜ことば＞をカギにして語ってい
ただいた。大日 3 年生 2 名が春原先生との質疑応答場面に登壇した。質疑応答では聴衆よ
り多角的な質問があり活気ある時間だった。 
２．日本語教育インターンシップ 
2017 年度より、学外実習を対象とした科目として「日本語教育インターンシップ」（2 単
位）が始まった。従来の活動をカリキュラムの正規科目として位置付けたものである。イン
ターンシップは、学内の授業と学外活動（見学、実習/教壇実習）で構成されている。 
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2.2.2 「日本語学校見学」活動の流れ 
 日本語学校見学に先立って、大学での授業では準備として注意点を実習生に与え（表 4-
1）、その後教育現場の見学、その振り返りという流れで実施した（表 4-2）。 
 
表 4-1：学校見学の注意点 
授業見学の主な注意点 
① 「職場」を訪問させていただく、ということを常に頭に置いておくこと！遊びではありません。 
② 名札に名前を書いて（姓、名を裏表、ひらがなで）持参する。 
③ 「授業見学記録」用紙を持っていく→記入後、提出。 
④ 遅刻厳禁！ 
⑤ 授業だけでなく、日本語学校の様子や先生方の働きぶりを見学させていただくこと。 
⑥ 先生方の「日本語」に注目、傾聴すること。 
⑦ 4 時間以上教室に滞在するので、事前に食事を摂っておくこと。飲み物持参。 
 
表 4-2：学校見学の流れ 
大学の授業で：見学校の振り分け、準備など 
日本語学校で（例） 
08：20   大阪 YMCA 国際専門学校到着 
08：30   ①７階、日本語学校へ移動→ご担当の主任教員に挨拶 
         ②授業見学の流れについて説明を受ける（担当教師、クラス、教材、進度など） 
08：50   ③職員朝礼で先生方に挨拶をかねて「自己紹介」する。 
08：55   ④各教室に分かれて参観→教室で学生に「自己紹介」→着席して見学 
→見学しながら「授業見学記録」をつける。 
09：00   ⑤1、2 限：初級 
11：00   ⑥3、4 限：中上級など 
12：50   ⑦見学後、主任教員と振り返り。→「見学記録」を提出→終了、解散。 
大学の授業で：「日本語学校見学」の振り返り 
①実習生（履修者）は各自、授業で気づいた点を各クラス 5 つずつ挙げておく。 
②実習生同士でディスカッションする。 
③自分の実習にどのように生かすかについて考える。 
 
3．学外日本語教育実習 
 2019 年度「日本語教育インターンシップ」履修生のうち、大日 3 年生、4 年生で、国内 9
名、国外（韓国）15 名の合計 24 名である。そのうち 3 名は国内外両方で実習を行った。一
方、最終段階で履修した学生のうち 2 名の海外実習辞退があった。 
3.1 国内実習 
 国内実習の流れは、表 5 のとおりである。 
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表 5 国内実習の流れ 
国内実習（7 月〜9 月）とその準備（5 月〜8 月） 
【手続き】 ①実習受入校の選択
②実習費（臨時学費）納入
③実習校との打ち合わせ（日程調整など）
【授業準備】 ④担当授業の決定
⑤教材研究
⑥教案の作成 →⑦教案の添削
⑧模擬授業
【授業】 ⑧実習（3日〜5日間）
⑨報告書の作成
【実習後】 ⑩実習先からの「評価」受け取り
⑪全体の振り返り→実習の終了
 国内 3 機関に 12 名 5 回の実習を受け入れていただいた。実習先は（1）～（3）のとおり。
国内実習の内容は、受入先と協議したうえで決定する。授業見学や見学記録などは共通する
が、実際に授業を担当する＜教壇実習＞の有無については、受入機関によって異なる。 
（1）大阪 YMCA 国際専門学校（大阪市西区） 
2019 年 8 月 2 日～6 日 3 名 
2019 年 8 月 7 日～9 日 4 名 
2019 年 8 月 20 日～22 日  2 名 
（2）インターカルチャー国際語学学院（神戸市長田区） 
2019 年 8 月 7 日～9 日  1 名 
（教壇実習あり） 
（3）東京国際ビジネスカレッジ神戸校（神戸市中央区） 
2019 年 9 月 2 日～6 日 2 名 
（教壇実習あり） 
3.2 国外実習 
3.2.1 概要 
 国外実習として例年どおり、韓国の韓南（ハンナム）大学校に実習を受け入れていただい
た。今年度参加者は 15 名である（表 6）。期間中滞在する学寮の手配だけでなく、チュータ
ーやボランティア学生の招集、そして実習生の教案添削および教壇実習の指導など、例年以
上にお手数をおかけすることになってしまった。多数の実習生を受け入れてくださった韓
南大学校関係者なかでもご指導いただいた松下由美子講師に感謝したい。 
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1）、その後教育現場の見学、その振り返りという流れで実施した（表 4-2）。 
表 4-1：学校見学の注意点 
授業見学の主な注意点 
① 「職場」を訪問させていただく、ということを常に頭に置いておくこと！遊びではありません。
② 名札に名前を書いて（姓、名を裏表、ひらがなで）持参する。 
③ 「授業見学記録」用紙を持っていく→記入後、提出。 
④ 遅刻厳禁！ 
⑤ 授業だけでなく、日本語学校の様子や先生方の働きぶりを見学させていただくこと。 
⑥ 先生方の「日本語」に注目、傾聴すること。 
⑦ 4 時間以上教室に滞在するので、事前に食事を摂っておくこと。飲み物持参。 
表 4-2：学校見学の流れ 
大学の授業で：見学校の振り分け、準備など 
日本語学校で（例） 
08：20 大阪 YMCA 国際専門学校到着 
08：30 ①７階、日本語学校へ移動→ご担当の主任教員に挨拶 
②授業見学の流れについて説明を受ける（担当教師、クラス、教材、進度など） 
08：50 ③職員朝礼で先生方に挨拶をかねて「自己紹介」する。 
08：55 ④各教室に分かれて参観→教室で学生に「自己紹介」→着席して見学 
→見学しながら「授業見学記録」をつける。 
09：00 ⑤1、2 限：初級
11：00 ⑥3、4 限：中上級など 
12：50 ⑦見学後、主任教員と振り返り。→「見学記録」を提出→終了、解散。 
大学の授業で：「日本語学校見学」の振り返り 
①実習生（履修者）は各自、授業で気づいた点を各クラス 5 つずつ挙げておく。 
②実習生同士でディスカッションする。 
③自分の実習にどのように生かすかについて考える。 
3．学外日本語教育実習 
2019 年度「日本語教育インターンシップ」履修生のうち、大日 3 年生、4 年生で、国内 9
名、国外（韓国）15 名の合計 24 名である。そのうち 3 名は国内外両方で実習を行った。一
方、最終段階で履修した学生のうち 2 名の海外実習辞退があった。 
3.1 国内実習 
国内実習の流れは、表 5 のとおりである。 
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表 6 韓南大学校での実習 
実習先 ：韓南大学校、日語日文学科 （韓国大田広域市） 
期間  ：2019 年 8 月 19 日〜24 日  
参加者 ：「日本語教育インターンシップ」履修者のうち 15 名（3 年生 13 名、4 年生 2 名） 
引率者 ：上田和子教授、濱野綾香助手 
国外実習に伴う活動は、＜実施前準備＞、＜実習期間＞、＜実習後＞に分かれる。2019 年
度の活動は表 7 のとおりである。 
表 7 海外実習の流れ 
海外実習（8 月）とその準備（5 月〜8 月 
【手続き】 ①パスポート取得 （⇒渡航手続き）
②実習費（臨時学費）納入
③実習校との連絡開始  ④担当授業の決定
【授業準備】 ⑤教材研究
⑥教案の作成→⑦教案の添削（実習校担当者と連絡）
⑧模擬授業  ⑨教案改訂および教具準備
【渡航と授業】 ⑩渡航（韓国へ） (5泊6日）
⑪教壇実習  ⑫フィードバック・反省会
⑬現地交流会
【実習後】 ⑭実習先からの「評価」受け取り
⑮全体の振り返り→実習の終了
 なお、例年実習期間中に、本学学生との交流会を受け入れていただいていた国立ハンバッ
ト大学校だが、2019 年度は同学での卒業式の日程と重なってしまい、訪問は断念した。今
後、再開に向けて調整したい。 
3.2.2 実習内容 
（1）韓南大学校の参加学生 
 韓南大学校は、実習期間中は夏季休暇であるので、事前にボランティア学生を募集し、参
加希望学生は授業参加と本学学生の世話係である「チューター」として参加している。のべ
25 名にのぼるボランティア学生の内訳は以下のとおり。 
・初級クラス ：1 年生 6 名 
・中・上級クラス ：1 年生 5 名、3 年生 1 名（合計 6 名） 
・上級クラス   ：1 年生 3 名、2 年生 2 名、3 年生 1 名（合計 6 名） 
・チューター ：2 年生 3 名、3 年生 3 名、4 年生 1 名（合計 7 名） 
（2）実習スケジュール 
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 教育実習期間中、参加学生は 2～3 人一組になり、授業を担当した。一組あたり 4 コマ（50
分ｘ4）の授業を行った（表 8）。 
 
表 8 実習スケジュール 
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４ 昼食 昼食 昼食 
５ ① ③ ⑤ ④ ⑥ ② ⑥ ① ④ 
６ ① ③ ⑤ ④ ⑥ ② ⑥ ① ④ 
７ ② ④ ⑥ 反省会・授業準備 反省会 
8 ② ④ ⑥ 授業準備 
9 反省会・授業準備  
10 
    （①ABC②DEF③GHI④JKL⑤MN⑥OPQ：①～⑥は組を、A～Q は実習生を指す） 
  
 
実習生は初級、初中級、上級の三つのレ
ベルでの教壇実習を体験し、それぞれの
問題点に向き合っていた。毎日の反省会
では、授業に対する注目点がより詳細に
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上：写真１、 下：写真２ 
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3.2.2 実習内容 
（1）韓南大学校の参加学生 
 韓南大学校は、実習期間中は夏季休暇であるので、事前にボランティア学生を募集し、参
加希望学生は授業参加と本学学生の世話係である「チューター」として参加している。のべ
25 名にのぼるボランティア学生の内訳は以下のとおり。 
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４．さまざまな交流活動 
4.1 概観 
 2019 年度にいくつかの団体との交流会を実施した。訪問者の受け入れと本学学生の訪問
とがある（表 9）。時系列に従って報告する。 
 
表 9 さまざまな交流活動 
日付 項目 交流対象および活動内容等 
7 月 2 日 
7 月 8 日 
SIJ（Study in Japan） 夏 
留学生との交流会 
本学短期留学生 7 名（アメリカ、オーストラ
リア、台湾）と「演習Ⅰ」上田ゼミ、野畑ゼ
ミ 3 年生 
7 月 16 日 SFC 小學 St. Francis of Assis's 
English Primary School 
聖方濟各英文小學、来訪 
「演習Ⅰ」（上田ゼミ、野畑ゼミ 3 年生）、
「英語で学ぶ日本」履修者、本学日本舞踊部
有志と香港の小学 5 年生 30 名 
7 月 18 日 ゲストスピーカー： 
「日本語教育学入門」 
「先輩に聞く」中塚理子氏 
本学大学院修了、大阪 YMCA 日本語学校講師 
7 月 19 日 日本語学校留学生を迎えて 神⼾国際語言学院留学生 75 名と「日本語教
授法」履修者、「演習Ⅰ」野畑ゼミ 3 年生 
10 月 16 日 日本語学校訪問・交流会 大阪 YMCA 国際専門学校学生と 
「演習Ⅰ」上田ゼミ、野畑ゼミ３年生 
12 月 19 日 ゲストスピーカー： 
「異文化間コミュニケーション」 
大阪 YMCA 国際専門学校留学生 3 名（韓国、
台湾、中国） 
2020 年 
1 月 11 日 
各国外交官・公務員（22 か国 22 名）
との交流会 
「異文化間コミュニケーション」「日本語教授
法」「日本語教材研究Ⅰ」、「演習Ⅰ」（上田ゼ
ミ、野畑ゼミ 3 年生）履修者とゲスト 
2 月 5 日 
〜7 日 
日本語教育現場体験 
国際交流基金 関⻄国際センター主催 
全国の大学生・大学院生とともに短期留学生
（インドネシア）の日本語授業に大日 3 年 4
名参加 
2 月 6 日、 
7 日、12 日 
SIJ（Study in Japan）冬  
日本語授業体験・交流会企画 
本学短期留学生 5 名（台湾 銘傳大學）と「演
習Ⅰ」上田ゼミ、野畑ゼミ３年生 
 
4.2 ゲストスピーカー：先輩に聞く 
 「日本語教育学入門」の授業に、本学卒業生、修士課程修了の日本語教師である中塚理子
さんを招き、先輩として当該職業について紹介してもらった。同窓の先輩という身近な存在
であり、また年齢も近いことから受講生は大変興味をもって中塚さんの話に聞き入ってい
た。また具体的な質問も続き、1 年生とはいえ、受講生の関心の高さが知られた。 
 
4.3 本学短期留学生  
 本学協定校から短期留学プログラム SIJ（Study in Japan 2018、国際センター）に参加し
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（9） 
ている留学生をゼミに迎え、交流活動を行った。2 ゼミへの参加なので、それぞれ特色ある
活動となるよう工夫した（表 10）。 
表 10 SIJ との交流会 
①上田ゼミ
実施日  ：2018 年 7 月 2 日（火）13：05〜14：35（3 限目） 
交流相手 ：Study in Japan 2018 参加者 7 名（アメリカ 5 名、オーストラリア 1 名、台湾 1 名）
参加学生 ：「演習Ⅰ」履修者 11 名（含、オーストラリアからの本学交換留学生 1 名）
交流内容 ： 日本語での会話、show and tell など
②野畑ゼミ
実施日  ：2019 年 7 月 8 日（月）9：00〜10：30（1 限目）
交流相手 ：Study in Japan 2019 参加者 7 名（アメリカ 5 名、オーストラリア 1 名、台湾 1 名）
参加学生 ：「演習Ⅰ」履修者 16 名
交流内容 ：ゼミ生による日本の生活文化紹介、日本語での自由会話、留学生によるインタビュー
4.4 香港の小学生 
【訪問者】英文表記：St. Francis of Assis's English Primary School (SFA) 
中文表記：聖方濟各英文小學 http://www.sfaeps.edu.hk/ 
同校は、1955 年創立、カトリック・フランシスコ派を背景とする私立男女共学の英文小
学校である。香港の英文小学校では、一般に中国語（普通語）以外の科目は英語で学習する
が、SFA 小学校では、さらに高学年から外国語科目としてフランス語と日本語を選択履修
することができる。香港の言葉は広東語なので、まさに多言語社会で複言語を生きる小学生
といえる。7 月～8 月の夏季休暇を利用して日本に修学旅行を実施しているが、武庫川女子
大学には 2015 年から 2 年に一度訪問し、文化体験・交流会をしている。今年度は 30 名を受
け入れ、「演習Ⅰ」（上田ゼミ、野畑ゼミ）のほかに、「英語で読む日本」履修者、日本舞踊
部の協力を得るなど幅広い学生の参加があった（表 11）。活動内容は下記のとおり。 
表 11 香港の小学生 
日時 ：2019 年 7 月 16 日（火）9：00〜15：00 
ゲスト：香港 SFA 小学校 5 年生 30 名（男子 24 名、女子 6 名）および引率教員 4 名 
ホスト：「演習Ⅰ」（上田ゼミ、野畑ゼミ 3 年生）、日本舞踊部員有志、「英語で読む日本」履修者の 
    一部（大日 2 年） 
協力 ：加藤登紀講師、平田光彦准教授、濱野助手（書道教室補助）、安原副助手（写真） 
担当 ：上田、野畑 ※小学生は 2 グループに分かれて活動。昼食は合同 
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【午前】 
①授業参加「英語で読む日本」大日 2 年履修 
者の一部、加藤登紀講師、於：L2-31 教室 
内容：履修生による日本のゲームの英語 
   での紹介、ルール説明  
   ★小学生の自己紹介（日本語）  
★宋詞「明月幾時有」暗誦（北京語/ 
普通話） 
②「日本舞踊ワークショップ」日本舞踊部有 
志、於：図書館 2F グローバルスタジオ 
内容：部活 DVD 視聴、小道具紹介、所作、 
踊りのデモンストレーション 
 （写真３） 
【昼食】アゼリア食堂で学生有志とともに 
【午後】 
③授業参加「演習Ⅰ」大日 3 年上田ゼミ 11 名、於：書道教室（写真４） 
内容：「絵手紙」顔彩使って絵手紙を書く、道具の使い方、絵の説明など 
★小学生の自己紹介（日本語） ★杜甫の詩暗誦（広東語/廣東話） 
④授業参加「演習Ⅰ」大日 3 年野畑ゼミ 17 名、於：和室 
内容：自己紹介、茶菓子の体験、ゲーム（百人一首を使った坊主めくり） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.5 日本語学校留学生 
 「日本語教授法」授業内では、実際に日本語学習者に触れる機会を提供している。西宮市
内にある日本語学校（神戸国際語言学院）から留学生を招き、授業内において交流活動を行
った。日本語学校の学習者は日本の大学や大学院、専門学校への進学を目指す留学生も多数
含まれており、大学生活を想像し目的意識を高める目的で授業前には学内見学ツアーも実
施した。「日本語教授法」授業内では、履修者に会話でよく使われる表現をどう指導するか
グループごとに考えてもらい、実際に指導してもらう時間を含んだ（表 12）。 
 
写真４ 
写真３ 
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表 12 日本語学校留学生 
実施日   ：2019 年 7 月 19 日（金） 9：45〜12：50 （1 限および 2 限目） 
交流相手 ：神⼾国際語言学院（兵庫県⻄宮市）留学生 75 名 
ベトナム、中国、インド、フィリピン、インドネシア、インドネシア、 
バングラデシュ、カメルーン、ミャンマー 
参加学生 ：「日本語教授法」履修者 57 名 
内容   ：①学内見学ツアー：「演習Ⅰ」（野畑ゼミ）履修者が実施 
②「日本語教授法」（2 限目）授業で自己紹介や日本語での自由会話などグループ活動
4.6 日本語学校訪問 
 例年、文化祭前夜の金曜日に日本語学校を訪問している。今年度は上田ゼミと野畑ゼミの
有志 12 名が参加し活動を行った。日本語学校訪問の目的は、大学生活ではほとんど接触す
ることがない留学生との時間を持つことで、実際に学ばれている日本語や日本留学に対す
る彼らの目的などを実感することにある。 
留学生の中には来日後間もない人も多く、日本での留学生活を始める際に、このような活
動をすることは意義深いと、日本語学校側からは好評をいただいた。また本学学生たちは多
文化交流活動を運営する経験から多くの学びも得ている（表 13）。 
表 13 日本語学校訪問 
実施日  ：2019 年 10 月 11 日（金）13：00〜16：00 
交流相手 ：大阪 YMCA 国際専門学校の留学生  
参加学生 ：「演習Ⅰ」履修者 12 名（上田ゼミ 9 名、野畑ゼミ生 3 名） 
交流内容 ：日本語によるゲーム、フリートーク等、ゼミ生による企画、運営等 
4.7 ゲストスピーカー：留学生を迎えて 
 「日本語教育学入門」（担当：上田、履修者：
大日 1 年等 47 名）に日本語学校から留学生 3
名をゲストスピーカーとして迎えて交流会を
行った。留学生は出身別のグループに分かれて
「ふるさと紹介」のスライドを準備し、それに
基づいて日本語で発表を行った。その後、本学
留学生 8 名を交えて小グループに分かれ、発表
内容などに即した「やさしい日本語」によるや
り取りを行い活発な時間を過ごした。留学年数
は短いが、いずれも 20 歳前後の若者なので、本学学生との活動に互いが刺激を受けること
ができた（表 14）（写真 5）。 
写真 5
（10）
【午前】 
①授業参加「英語で読む日本」大日 2 年履修 
者の一部、加藤登紀講師、於：L2-31 教室
内容：履修生による日本のゲームの英語 
での紹介、ルール説明 
★小学生の自己紹介（日本語） 
★宋詞「明月幾時有」暗誦（北京語/ 
普通話） 
②「日本舞踊ワークショップ」日本舞踊部有
志、於：図書館 2F グローバルスタジオ 
内容：部活 DVD 視聴、小道具紹介、所作、
踊りのデモンストレーション 
（写真３） 
【昼食】アゼリア食堂で学生有志とともに 
【午後】 
③授業参加「演習Ⅰ」大日 3 年上田ゼミ 11 名、於：書道教室（写真４） 
内容：「絵手紙」顔彩使って絵手紙を書く、道具の使い方、絵の説明など 
★小学生の自己紹介（日本語） ★杜甫の詩暗誦（広東語/廣東話）
④授業参加「演習Ⅰ」大日 3 年野畑ゼミ 17 名、於：和室 
内容：自己紹介、茶菓子の体験、ゲーム（百人一首を使った坊主めくり） 
4.5 日本語学校留学生 
「日本語教授法」授業内では、実際に日本語学習者に触れる機会を提供している。西宮市
内にある日本語学校（神戸国際語言学院）から留学生を招き、授業内において交流活動を行
った。日本語学校の学習者は日本の大学や大学院、専門学校への進学を目指す留学生も多数
含まれており、大学生活を想像し目的意識を高める目的で授業前には学内見学ツアーも実
施した。「日本語教授法」授業内では、履修者に会話でよく使われる表現をどう指導するか
グループごとに考えてもらい、実際に指導してもらう時間を含んだ（表 12）。 
写真４
写真３
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表 14 留学生を迎えて 
実施日  ：2019 年 12 月 19 日（木）4 限 
来訪者  ：留学生 3 名（中国、台湾、韓国）男性 2 名、女性 1 名 
参加学生 ：「異文化間コミュニケーション」大日 1 年生他 
内容    ：①全体で自己紹介、②グループワーク：日本語学習、留学生活等 
 
4.8 各国外交官・公務員日本語研修参加者 
 冬季休暇中に各国外交官・公務員日本語研修参加者を本学に迎える活動は、2019 年度で
5 回目を迎える。ゲストは 2019 年 9 月に来日し、日本語研修を受けている各国若手外交官・
公務員で、日本語学習歴は短いが、目的を持った成人学習者である。本学学生にとって22 か
国の学習者と直に接することができる貴重な機会となっている。一方、ゲストにとっては、
習った日本語を活用してコミュニケーションをとる実践の場でもあり、互いの学びに資す
ることができる活動になっている（表 15）。 
 通常の授業時間外に行うため、参加者は日本語教育関連授業で希望者を募っている。新年
早々ではあったが多くの学生の参加があり、今年度も熱気あふれる活動となった。 
 
表 15 各国外交官・公務員日本語研修参加者を迎えて 
実施日  ：2020 年 1 月 11 日（土）10：30〜12：30（1〜2 限目） 
交流相手 ：国際交流基金 外交官公務員研修参加者（22 か国 22 名） 
カンボジア、スリランカ、ネパール、パキスタン、ミャンマー、モルディブ、 
パプアニューギニア、コスタリカ、ニカラグア、アゼルバイジャン、ジョージア、 
モルドバ、イエメン、エリトリア、カメルーン、コンゴ⺠主共和国、セーシェル、 
トーゴ、ナミビア、ブルキナファソ、モーリタニア、トルコ 
参加学生 ：「演習Ⅰ」（上田ゼミ、野畑ゼミ）、「異文化コミュニケーション」（上田）、 
「日本語教材研究Ⅰ」（野畑）、それぞれの履修者のうち 31 名 
交流内容 ：日本語での会話、文化紹介、コミュニケーションゲームなど 
 
5.日本語教育現場体験 
 今年度内活動として以下の 2 件を加える。 
（1）国際交流基金 関西国際センター主催「日本語教育現場体験」 
  全国の大学生・大学院生から希望者を募り、国際交流基金 関西国際センタ （ー大阪府
田尻町）にて短期留学生（インドネシア）の日本語授業に参加する。本学からは上田ゼミ
より大日 3 年 4 名が参加し「若者ことば」「方言」の授業を担当。事前に教案作成などに
取り組んだ。期間は 2020 年 2 月 5 日～7 日。 
（2）SIJ（Study in Japan 国際センター）冬 日本語授業体験および交流会企画 
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（13） 
今年度初めての試みとして、本学協定校である台湾の銘傳大學から 5 名の留学生を迎
え、冬季に短期日本語研修を行う。その研修期間は特別学期に当たり、期間中に上田ゼミ、
野畑ゼミ 3 年生（2020 年度新 4 年生）による授業担当と、来年度より日本語教育ゼミに
所属する予定の 2 年生（新 3 年生）を交えた交流活動を実施した。各ゼミ 3 年生は、「演
習Ⅰ」授業内で準備を進めた。期間は、2 月 6 日、7 日、12 日。 
おわりに 
 教室を超えた学内外における様々な活動は、本学の日本語教育プログラムにとって、きわ
めて重要な意味を持つ。そのための調整に時間と労力を割かなければならないのは言うま
でもないが、それを支える発想力が今後も鍵となる。2019 年度も新規に挑戦するプログラ
ムもあったが、従来のものの改善も試みた。年々異なる問題が浮上する中で、よりよいプロ
グラム構築に努めたい。 
注：韓国実習の参加者数については、科目化していない頃の名残で、少しでも多くの学生に
参加を奨励するため、特に制限は設けていなかった。従来は 10 名前後の参加希望者に落
ち着いていたが、2019 年は日韓関係の悪化にもかかわらず、韓国実習参加希望者が 20 名
近くと多く、その調整に頭を悩ませた。幸い、受入大学である韓南大学校より、2～3 人
一組にするなど工夫をすれば可能であるという返答を受け取り、胸をなでおろした。とは
いえ、参加者の中には出発間際まで参加に迷いを感じる学生もおり、結果的には 15 名の
参加者で実施した。 
 今後、あらかじめ人数制限があることなどを周知し、また超過した場合の選抜方法など
も明確にしたうえで実施していきたい。適正数は 10 名前後と考える。 
（うえだ・かずこ 本学教授） 
（のはた・りか 本学准教授） 
（12）
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